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新しい生活様式で学校生活を楽しもう

「緊急事態宣言は解除されましたが、気を緩めることはできないと思います。新型コロナウ
イルス感染症が終息することを願って、自分からしっかり感染症の予防をしたいと思います」
（６年生 杉田陽紀さんの作文より）

今日から学校が再開しました。２週間は、分散登校となります。途中で学習生活相談日や登校練習
日もありましたが、１年生は初めての歩いての登校ですし、２年生以上の皆さんは、およそ３ヶ月ぶり
の登校となり大変だと思いますが、皆さんの素敵な笑顔を見ることができてとてもうれしく思います。

笑顔で今日を迎えてくれた皆さんですが、３ヶ月もの臨時休業の後ですから、健康のこと、学習のこ
と、友だちのことなどいろいろな不安なことや心配なことがあると思います。一人で悩まずに先生やお
家の人に相談してほしいと思います。

日本や世界の感染状況を見据えると、私たちは、長期間、新型コロナウイルス感染症とともに社会で
生きていかなくてはなりません。学校でもこれまでとはちがう「新しい生活様式」を取り入れなければな
りません。

練習登校日に担任の先生から手洗い、マスク、人込みを避けるなど新型コロナウイルス感染症の予
防に関する指導がありましたね。皆さんにはこれからどんなことがもとめられるのでしょうか。おさらい
したいと思います。発熱などの風邪の症状があれば、お家で休みます。持ち物は、「清潔なハンカチと
ティッシュ」「マスク」「マスクを置く際の清潔なビニール袋や布など」です。学校では６つのタイミングで
手を洗いましょう。「外から教室に入るとき」「咳やくしゃみ、鼻をかんだとき」「給食の前と後」「掃除のあ
と」「トイレのあと」「みんなが使うものを触ったとき」です。水とハンドソープでしっかり洗うことでウイル
スの数を１００万分の１にすることもできます。「新しい生活様式」は、新型コロナウイルス感染症だけで
なく他の感染症やこれから襲ってくるかもしれない未知の感染症の予防につながるものです。みんな
で声をかけあって新しい生活様式に慣れてほしいと思います。

５月の学校だよりで、感染症に対する不安や恐れから、ウイルス感染にかかわる人や対象を遠ざけ
るようになり、差別につながることを紹介しましたが、新型コロナウイルスと闘っているお医者さんや看
護師さんなど医療従事者やその家族が差別や偏見を受けています。正体不明の芸術家、バンクシー
の新作がイギリスサウサンプトンの病院に届きました。作品には小さな男の子が看護師の格好をした
人形を手に遊んでいる様子が描かれています。そばのかごの中にはスパイダーマンやバットマンが見
え、看護師が子供たちの憧れ
のヒーローになったことが示さ
れています。バンクシーのよう
に頑張ってくれている人に対し
て感謝の気持ちを持てる人に
なりたいものですね。

さあ、みんなの学校が始まり
ました。交通事故にも十分に
注意して元気よく学校生活を
楽しんでください。



草刈り、お世話になりました

新型コロナウイルス感染症拡大のため、通常の形式での
総会が開けない中、５月２９日（金）新旧本部役員の引継ぎ
があり、ＰＴＡ新体制がスタートしました。

難しい対応が迫られる状況ですが、１年間よろしくお願い
いたします。

ＰＴＡ新体制スタート

学校の再開に合わせて、地域の武内様、小原様、ＰＴＡ本
部役員の皆様が、学校周りの徒長した雑草をきれいに刈っ
てくださいました。

暑い日が続き、大変な作業でした。本当にありがとうござ
いました。


